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	応用
	抗原情報
	背景
	カスパーゼは、基質分子のC末端アスパラギン酸残基を切断するシステインプロテアーゼです。この遺伝子は、炎症性サイトカインを処理するカスパーゼのICEサブファミリーのメンバーと最も関連が深いです。齧歯類では、この遺伝子のホモログが小胞体ストレスに応答してアポトーシスを媒介します。しかし、ヒトでは、この遺伝子は未熟終止コドンの有無に関する多型性を有しています。ヒトの大多数は未熟終止コドンを有し、短縮された非機能性タンパク質を産生します。このリードスルーコドンは主にアフリカ系の人々に見られ、保因者はエンドトキシン低応答性と重症敗血症に対する感受性の増加を示します。この遺伝子には、いくつかの選択的スプライシングによる転写バリアントが知られています。 [RefSeq提供、2011年2月]、タンパク質分解、アポトーシス、ウイルス感染細胞のアポトーシス、ER-核シグナル伝達経路、折り畳まれていないタンパク質への応答、細胞死、有機物への応答、細胞死の調節、プログラム細胞死、死、小胞体折り畳まれていないタンパク質への応答、ストレスに対する細胞の応答、折り畳まれていないタンパク質への細胞の応答、小胞体ストレスへの応答、アポトーシスの調節、プログラム細胞死の調節、タンパク質刺激への応答、小胞体ストレスに対するアポトーシス、
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト心臓組織におけるカスパーゼ12抗体の免疫組織化学分析。
	

	Caspase12 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	1：500希釈のカスパーゼ12ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

